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しんぱいしなくても「だいじょうぶ」。
むりしなくても「だいじょうぶ」。
それは、ちいさかったころのぼくをいつも
たすけてくれた、おじいちゃんのやさしい
おまじない･･･。

えほん

えほん
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なんどかけても、はしがながされてしまうため、
いちばんうでのいい「だいく」がしごとを
たのまれました。
川を見にきた「だいく」のまえに「おに」が
あらわれて、「目玉をよこしたら、はしをかけて
やってもいい」といって、ほんとうにはしを
かけてしまいました。こまった「だいく」は･･･。

しょめい　さくしゃめい　しゅっぱんしゃ ないよう
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松居　直　再話
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福音館書店

ぼくがラーメンたべてるとき、となりでミケが
あくびをしました。となりでミケがあくびをしたとき、
となりのみっちゃんがチャンネルをかえました・・・。
とおくとおくはなれたくにで、いまなにが
おこっているのでしょう？　おなじこの空の下で。

「雨あがり」

みやこにやってきたふたりの「はたおり」が
王さまにつくったふくは、「かしこい人」にしか
見えないぬので、できていました。
でも、王さまがそのふくをきて、まちをパレード
するとこどもに、「王さまははだかだ」と
いわれて・・・。

なぞなぞあそびの大すきな女の子とはらぺこの
オオカミが、森でばったり出あいました。
うまそうな女の子だぞと、したなめずりしたとたん、
女の子になぞなぞを出されて、オオカミは
大よわり。
さあ、どんななぞなぞでしょうか？

小さいなほちゃんは、ことしのなつはじめて大きい
おにいちゃんやおねえちゃんといっしょに
キャンプにつれていってもらえることに
なりました。
にもつもじぶんでもつし、しごともやるし、
すぐなかないし、一人でトイレにもいくと
いうやくそくで・・・。

あそびに出かけようとしたたかしは、おかあさんに
しゅくだいをするようにいわれ、とめられて
しまいました。
ともだちとやくそくをしたといっても、きいてくれない
おかあさんに、たかしは･･･。

「ぼくがラーメンたべてるとき」

長谷川　義史
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「クリストファーのしあわせないちにち」

「だいくとおにろく」

「はだかのおうさま」
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「はじめてのキャンプ」

川でさかなをとっているキツネをおいはらうため、
王さまはたいほうをうち上げました。すると
キツネは、もっと大きなたいほうをもってくる
ではありませんか。
王さまとキツネのたいほうくらべは、どんどん
エスカレートして･･･？

林　明子　さく・え
福音館書店

うさぎのクリストファーは、ヤギ先生から、
かずのかぞえかたをおそわりました。
なんでもかぞえられることがたのしくて、
クリストファーは、いつでもどこでもかずを
かぞえます。

「れいぞうこのなつやすみ」

村上　しいこ　さく
長谷川　義史　え
ＰＨＰ研究所
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「だいじょうぶだいじょうぶ」

いとう　ひろし
　　　　　　作・絵
講談社

なつのあつい日、れいぞうこがこわれて
しまいました。こまったかぞくがしらべていると
いつのまにかれいぞうこに、目とはなと
でっかい口ができていました。
 そして、「わたしもなつ休みをもらって、プールへ
いってみたい」そういったのです。

「もっとおおきなたいほうを」

稲本　昭治　作
福田　岩緒　絵
文研出版

「なぞなぞのすきな女の子」


